
川
に
注
ぐ
。

一
緒
の
子
。
迎
都
俊
右
衛
門
、
江
戸
三
度
を
裂
と
し
た
。

ス
ガ
フ
グ
チ

膏
生
口

江
泊
仰
の
地
名
。
初
打

一
抑
胞
八
代
・
飽
磁
路
三
代
を
州
国
ぎ
、
明
治
に
入
っ
て

始
末
記
に
、
天
文
官
三
年
大
野
勢
一
千
俗
騎
訂
生
口
一
市
字
を
官
谷
と
改
め
、
八
年
一
且
七
日
夜
し
た
。

に
屯
し
た
と
い
ひ
、

χ
弘
治
“苅
年
七
月
籾
れ
玄
帯
助
・
↑

ス
ガ
ヲ
シ
ヒ
コ
ジ
ン
ジ
ヤ
智
忽
彦
紳
批

脂血同

町
制
附
三
郎
左
衛
門
が
官
位
口
に
氾
し
た
な
ど
h
A

あ

一
川
能
鷺
山
の
飯
円
に
銀
座
す
る
。
能
宥
名
跡
芯
に
、

る
。
江
泊
芯
稿
に
、
山町生
ロ
は
今
の
官
坐
村

・
大
地

一
『
此
村
に

以
の
山
甲
山
と
て
あ
り
。
ぽ
沼
彦
利
枇
と
い
へ

寺
永
一
町
・
政
地
綿
訟
を
い
ふ
の
で
、
政
地
舗
も
苛
は

一
り。
』
と
見
え
、
今
の
以
跡
枇
で
あ
る
。

h

川
被
で
あ
っ
た
と
天
榊
枇
杷
に
見
え
る
と
い
う
て
ゐ

一

ス
ガ
ヲ
シ
ヒ
メ
ジ
ン
ジ
ヤ
替
忍
比
峰
神

社

血

る
。

品

川

匁

仰

に

銀

座

す

る

。

式

内

容

沼

祉

犯

に

、『
官
沼

地
時
榊
枇
。
式
内
一
度
。
笠
附
保
内
笠
附
村
山
H
谷
銀

座

om=日
間
大
明
制
。
保
内
四
凶
村
惣
枇
也
。
』
と

あ
0
、
又
能
川
円
名
跡
芯
に
は
、
『
官
忽
比
古
利
枇
立
給

ふ
。
銀
側
の
保
四
令
村
氏
刺
に
て
、
持
品
随
侮
ぷ
八
且

十
三
日
也
。
制
全
労
山
氏
也
。
』
と
見
正
る
が
、
比
古

は
均
時
の
純
で
あ
る
。

ス
ギ
ウ
ネ
メ

杉
釆
女

杭
山
民
知
の
家
士
。
開
催

長
五
年
大
明
寺
の
役
に
、
本
丸
に
来
、
込
み
民
俗
し
た

が
首
を
得
、
後
二
百
行
を
加
附
せ
ら
れ
て
五
百
石
と

な
り
、
元
利
元
年
大
坂
廷
の
役
に
亦
務
闘
し
て
前
凶

刺
叫
山
か
ら
銀
二
校

・
靴
子
こ
を
筑
間
胸
せ
ら
れ
た
。
越

管制
μ
三
州
芯
に
は
之
を
縦
せ
ぬ
。

ス
ギ
ウ
ラ
ゲ
ン
エ
ン

杉
浦
玄
任

務
岐
法
縮
。

金
仰
御
均
の

m
gで
あ
る
。
天
正
二
年
越
前
の
一
同
氏

起
っ
て
、
押
田
を
金
将
御
崎
に
求
め
た
時
、
二
月
玄
任

は
下
問
駅
間
と
共
に
共
を
進
め
、
先
に
初
代
義
景
に

反
し
て
総
山
信
長
に
泌
じ
た
金
抑
域
主
静
江
大
炊
介

長
迎
を
攻
め
之
を
殺
し
た
。
常
時
武
川
勝
州
制
が
卯
月

叫
六
日
附
の
約
息
に
杉
浦
紀
伊
守
宛
の
も
の
が
あ
る

が
、
こ
の
紀
伊
守
は
驚
岐
を
誤
聞
し
た
も
の
で
あ
ら

う
。
か
く
て
越
前
が
一
伎
の
栴
仰
に
臨
す
る
に
及

び
、
玄
任
は
n止
須
山
仰
の
政
務
を
官
す
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
三
年
信
託
の
館
前
に
侵
入
す
る
や
、
敗
れ
て

加
引
に
泡
吉
、
次
い
で
七
里
似
刷
と
の
聞
に
術
突
を

ス
ガ
フ
シ
ョ
ウ

菅
生
庄

江
削
仰
に
臨
す
る
が
、

後
間
こ
の
庄
併
が
な
い
。
今
判
官
伎
が
あ
乙
。
江
泊
志

稲
に
、
敷
地
村
附
近
が
そ
れ
で
あ
る
と
し
て
回
る
。

ス
ガ
フ
ダ
=
菅
生
谷
江
泊
市
四
十
九
院
作
に

国

rる
部
古
田
。
笈
恕
紀
仰
に
、
こ
の
村
に
旅
丸
の
家

信
の
陪
制
と
い
ふ
が
あ
る
と
把
オ
る
。

ス
ガ
フ
ノ
ミ
ヤ

管
生
白
宮

江
川
川
刷
、
行
中
山
石
郎

跡
枇
を
い
ふ
。
務
総
犯
に
『
〈
宮
坂
へ
川
で
、
す
が

う
の
宮
を
よ
そ
に
見
て

-zk
。
』
と
あ
る
。

ス
ガ
マ
シ
ヅ

菅
民
開
閉
巾
院
泌
茂
の
門
人
で
、

利
猷
を
能
く
し
、
閥
向
日
に
泊
じ
て
ゐ
た
。
臼
永
=
一
年

週
日
比
之
を
前
川
綱
紀
に
納
め
て
抗
仰
せ
し
め
た
。
長
部

は
江
戸
・

金
搾
の
制
を
往
来
し
て
、
綱
紀
の
岱
に
源

氏
物
約
の
訴
を
進
め
、
閉
山
削
職
務
十
谷
な
作
っ
た
。

子
文
四
郎
ま
た
写
保
九
年
七
人
扶
持
を
受
け
た
。

ス
ガ
モ
テ
イ

巣
鴨
邸

J
コ
マ
プ
メ
す
イ

駒

込
邸
。ス

ガ
ヤ
ト
シ
ヲ

菅
屋
年
総

金
仰
の
制
入
。
泊

m牢
七
。
安
江
町
に
住

L
、
江
戸
三
位
を
来
と
し
た
。

開
閉
山
は
初
め
際
舟
町
と
い
ひ
、
後
に
幾
腕
路
二
代
を

製
い
だ
。
砿
化
一川
町

J
t
n沼
日
加
盟
。
そ
の
諸
に
草
前

相
叫
が
あ
る
。
手
作
は
刊
川
か
で
な
い
が
、
阪
に
七
十
三

と
恕
し
た
も
の
が
あ
る
。

ス
ガ
ヤ
マ
ス
ξ

R
L
屋
民
澄

金
持
の
制
人
。
年

ス
カ
ーー
ス
キ

生
じ
、
七
里
誕
の
排
出
回
す
る
所
と
な
っ
て
、
オ
一

且

か
十
二
且
に
生
管
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

ス
ギ
ウ
ラ
マ
チ
杉
浦
町

金
部
の
川
名
。
水
稲

御
歩
町
の
上
、
新
甲
車
問
の
袈
阿
で
あ
る
。
古
へ
杉
浦

氏
の
預
り
足
叡
の
組
地
で
あ
っ
た
に
よ
っ
て
呼
ぶ
。

ス
ギ
ウ
ラ
モ
リ
ナ
リ
杉
浦
守
成

辺
都
仁
右
衛

門
。
初
め
安
藤
氏
。
問
嵐
長
八
年
池
山
鮒
放
に
仕
へ
て

氏
を
杉
浦
と
殴
め
、
立
永
十
四
年
前
旧
利
川
市
に
酬
明

じ
、
職
注
に
八
百
石
に
京
白
、
際
安
二
年
足
脇
市川と

な
り
、
明
品
文
四
年
初
め
て
邸
時
過
懸
物
役
に
任
じ
、

延
費
六
年
授
。
子
孫

mhH滞
に
仕
へ
る
。

ス
ギ
ウ
ラ
リ
ュ
ウ
ホ
ウ
杉
浦
立
芳

金
制
仰
の
例

入
。
遇
税
庄
五
郎
。
竪
川
に
住
し
て
金
翻
商
を
怨
み
、

小
春
降
四
代
・
二
夜
陪
四
代
を
綴
席
し
た
。
明
治
十

三
年
三
且
サ
四
日
夜
。

ス
ギ
エ
h
F
ン
ゴ

杉
江
丹
後
魁
附
府
中
に
於
い

て
前

m利
家
に
仕

へ
、
後
に
入
千
石
を
摘
し
た
。
子

田町
慣
々
滞
に
仕
へ
る
。

ス
ギ
Z

ヒ
ョ
ウ
ス
ケ

杉
江
兵
助

杉
江
丹
後
の

子
。
凶
袋
五
年
大
出
寺
の
役
に
於
い
て
前
一
つ
を

得
、十
九
年
大
坂
の
役
に
は
第
部
隊
の
銃
将
を
勤
め
、

緑
千
三
百
自
に
京
っ
た
o
後
御
小
将
捌
と
な
り
、
見

永
六
年
明
白
し
た
。

ス
ギ
ザ
カ
テ
ツ
杉
坂
徹

部
は
徹
、
宇
は
儀
一

、

通
務
安
次
郎
、
鋭
は
草
蓬
。
(
久
兵
山
内
は
本
多
式
部
に

仕
へ
た
が
、
紋
あ
っ
て
士
籍
を
脱
し
た
。
徹
幼
よ
り

訟
を
桜
み
て
人
に
授
け
、
又
世
田
て
伊
際
民
に
仕
へ
た

が
、
母
の
夜
後
之
を
僻
L
、
文
A
三
年
七
且
九
目
的

五
十
を
以
て
裂
し
た
。

るJlU内
。耳1鋲

lJf座
秘歎
の d
iJiと
岐 あ
制I 0 
需i

併の
合赤
せ fii
ら 入
れ師
た枇
もは
の 、
で近
あ 時

ス
キ
ジ
ン
ジ
ヤ

須
岐
紳
社
河
北
山
東
蚊
爪
に

銀
座
す
る
。
こ
の
閉
山
岐
制
枇
が
式
内
の
そ
れ
で
あ
る

か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
何
政
な
ら
式
内
容
山
田
枇

犯
に
街
岐
前
副
が
赤
前
八
備
制
制
に
合
併
せ
ら
れ
た

も
の
L
如
く
、
そ
の
祉
地
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
を

記
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
o
然
る
に
こ
の
釘
岐
前
枇

は
却
っ
て
大
正
元
年
に
赤
出
入
隔
制
枇
を
併
合
し
て

ゐ
ち
の
で
あ
る
。
式
の
須
岐
耐
枇
が
中
断
さ
れ
て
ゐ

た
と
見
る
よ
り
外
な
い
。

ス
ギ
タ
ウ
ゲ
杉
峠

能
楽
柑
三
q

行
よ
り
越
前
大

野
加
上
小
抽
出
に
主
る
峠
。

ス
ギ
h
F

ニ

杉

谷

臨
ぬ
出
金
丸
の
内
の
小
字
。

ス
ギ
ノ
キ

杉
ノ
木

岡
京
山
寺
山
の
内
の
小
字
。

ス
ギ
ノ
セ

杉
ノ
潮
河
北
川
抗
上
正
に
四
回
す
る

郎
官
柄
。
抽
出
加
久
敏
の
遊
説
促
に
、『
杉
閉
村
入
口
右
の

方
に
岡
山
の
宮
見
ゆ
る
。
小
坂
あ

0
0
ど
ま
し
坂
・
赤

坂

・
さ
い
し
ん
坂
o
此
村
持
山
の
内引
u
m唱
の
脇
に

大
山
と
巾
山
地
有
。
先
年
矧
阻
努
吉
公
御
山
内
を
が
ら
れ

L
腕
の
耐
云
似
」
な
り
。
』
と
見
え
る
。
こ
の
領
内
に

約
四
時
が
あ
る
。

ス
ギ
ノ
ゼ
ン
ザ
ブ
ロ
ウ

杉
野
誓
三
郎

詑
兵
衛

の
子
。

称
四
百
布
。
元
利
元
年
大
坂
役
に
出
削
し
、

黒
門
の
下
に
あ
っ
た
火
袈
の
長
持
に
腰
を
か
け
た
と

こ
ろ
へ

、
約
の
内
よ
り
設
し
た
銃
丸
が
巾
白
、
爆
投

し
て
火
傷
を
災
ひ
、
五
月
十
六
日
死
亡
し
た
。

ス
ギ
ノ
ゼ
ン
ベ
エ

杉
野
菩
兵
衛
越
中
守
山
に

於
い
て
初
め
て
前
川
利
投
に
仕
へ
た
。

子
孫
滞
に
川

開
国
す
る
。

ス
ギ
ノ
チ
ョ
ウ
ス
イ

杉
野
超
翠

金
聞
の
例
入
。

利
江
の
強
制
子
で
、
地
問山
町
に
米
仲
引
を
栄
と
し
、

ス
キ
ジ
ン
ジ
ヤ

須
舷
紳

枇

延

暫
式
制
名
紺
加

賀
郡
に
幻
岐
制
祉
が
あ
る
が
、
そ
の
所
在
は
不
明
で

あ
る
。
式
内
等
自
社
犯
に
も
、『
須
岐
訓
枇
。
式
内

一

座
。
往
古
以
来
之
銀
座
地
米
v
群
。
或
去
赤
。
凶
入
腕
枇

四
四
七


